
 

愛西学園創立５０周年記念事業募金推進委員会事務局通信 第３２号 

未来・夢 
２０１６年８月４日（木） 

文責 瀬美井 

第１７回募金推進委員会を開催！ 

 ７月２９日（金）、午後６時より募金推進委員会を開催しました。出席をされた委員の方々

は以下の通りです。 

［出席者］（敬称略） 

後援会：林（推進委員長）、大下  ＰＴＡ：阿部  ＰＴＡＯＢ会：児玉、白井 

高校：井上、永田  看護学校：奥田  事務局：横山、高橋、伊藤、瀬美井 

 

林委員長からは「ブレークスルー」！ 

 「ここにいる人たちは、みんな仲間です。」冒頭の挨拶で、議案書に敬称がついているの

を見て、林委員長の初め言った言葉です。「ここはゴールを目指

して話し合う場。人は問題に当るとできない理由を述べたがり

ます。『ブレークスルー』ゴールを目指して、どんな方法がある

か、頭の中で描きながら、みんなで頑張っていきましょう。」 

 なかなか大きな進展が見られない募金活動。委員長の鼓舞に

応えるべく、事務局も気持ち新たに活動に取り組んでいきます。 

 

現在の募金状況 

 総額は３１，１４３，６０４円（平成２８年７月２９日現在）です。内訳は以下の通り

です。 

区 分 金  額 区 分 金  額 

ＰＴＡ ２４９，０００円 ＰＴＡＯＢ会 ５５８，７９４円 

後援会 １５，７５７，４８２円 同窓会 ３０６，０００円 

高校 ６，５６４，６５５円 看護学校 ３，５７４，３０８円 

法人 ４，１３３，３６５円  

 



 

会報４号発行 

 事務局では会報４号を作成しました。作成数は４，９００部。以下のように振り分けま

す。 

１．郵送 

高校卒業生（１９８１～１９８４年度、１９９３～１９９７年度） ２０１５部 

   看護学校卒業生（２０１５年度） ２７２部 

   ４０周年寄付者 ７２部  ５０周年寄付者 １９３部  後援会 ８００部 

２．配布 

   高校 ８００部  看護学校 ６００部 

３．その他 

   募金依頼用 

 学内配布は近日中に依頼しますので、よろしくお願いします。 

防災倉庫設置及び太陽光発電計画 

 地域の方に募金を依頼するため、地域貢献できる設備をと、前回の委員会で案を出して

いただいた２つの企画について、事務局から報告をしました。 

１．防災倉庫について 

 設置するに当たっては、地域の自主防災組織の立ち上げが鍵になることが、この間の調

査でわかってきました。倉庫を設置しても資材を準備しなくてはなりません。そのために

は大きな費用が掛かってきます。学園単独での準備は不可能です。この点を、どう考える

のか、今後の課題です。 

２．太陽光発電について 

 積和建設中部さんに見積もりを依頼しています。太陽光発電については「売電」という

こともあり、どのように形で設置するかが課題になります。また打ち合わせの中では、そ

れなりの発電を考えた場合、設置にかなりの費用がかかることもわかってきました。 

今後の活動への協力のお願い 

 前回の情宣でも触れましたが、学園祭ではフリーマーケットを行います。また、高橋さ

んの方からの呼びかけがあったフリーマーケットとは別に物品回収による換金活動も行い

ます。詳細は再度近日中に案内を出しますので、ご協力をお願いします。 

次回は１０月７日開催します！ 


